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電弧溶接機7)自動電撃防止器について

」・. 月 9

)

 

ー、,l 

造船所｝こおける屯気：こよる死亡災甚礼遥気溶接rF業 こ ti)~印憐防止沼：ま溶接作業中のみ溶接機））一次側を閉洛

における感沼災害が設 も件数が多く，殊：こ最近：よ激噌し するので，無駄な鉄損を防止し得る ．

ている．昭相 32年1コの造船所：こお：fる死亡災密（社外 婚通の溶接機の鉄損ぱ 40::>~500Wと考えられるが．

工をも含む）で現在迄に造船工業会：こ報告されたもの応 さらに無負商時の溶接浅の励磁・,ll流が無くなるので，こ

24件で，その内 18件：よ屯弧溶炭こおけるものである． れによる配線および変圧器の＇ぶ力胆失の節約ならびにカ

したがつて溶淡作業：こおける感氾危険を排除するために 率改祝））効果も大さいしたがつてこれの使用は屯気J)

はその対策として安全ホルダーを使用す ることが考えら 安全活用上極めて有効な施策と考えられる．

れ，すでに多く Li)浩船所；こおいて全面的にこれに切偕え 一般に‘久全装it1ば常に有効確火にその機能を発揮し充

られている．しかし，辿船所におけるm気安全上最も重 分に信貞し得るものでなければならないしかし最近製

要な課題である屯弧溶接作業における感心死亡者の中：こ 作阪売されている防止沿にぱこれら の点に不充分なもの

は溶接棒：こよる者'J'約 3割も含まれており ，これらの災 もあるので，当所の技術指針として国撃防止装囮の構造

齊よ安全ホルダーでぱ防止することができないまた溶 基咄を作ることにした．この基湘においては，＇，じ撃防止

接棒の取替えに際しても， 正規J)無負荷湛庄を加えたま 装料に：よその対象とする浴接機の特性の範囲を表示させ

まで行うことは望ましくないまに最近ぱ一部に絶縁o ることにしに現任の造船所には表 1に示すととく古じ

悪い被復剤を用いた沼接棒も使用されている ．これらの 溶接滅で現行の JISに該当しないものが多いからであ

安全化を図るためにば自助・,じ収防止装磁を使用すること る．そしてこれに該当する溶接裁に使す用る場合には，

が望ましく ，最近漸くこれヵ噂及し始め， 100台以上使 溶接作業者の感・,.u<JJ故を確実に防止し，支粋なく溶接作

用している工場も ll'lし，全国の造船所でぱ視在 l,OJJ台 業のできることを目途としている．現在までの軍撃防止

位使用されていると思われる ， 製作者も 6社に及窃， 裟置に関する研究結果を晶本にし，交流ア ーク溶接限な

表 2に示すことく，それぞれの考案：こ基さ得失セホして らびに交流屯滋開閉器等の JIS規格を参考にして立案

いる．ま たこれらの包こは，溶接機に組込んでな全装i対 したが，近く製作者ならびに使用者等の意見を充分に徴

:3 付J)溶闊機と して販売しているところもある． さらに， して決定する予定である．次に立案の符子を紹介し，識

有力な溶接機のメーカーにおいても・,a培坊止沿ノぅ製作に 者各tirn御批判に供し，その御叱肉をお願いする．

着手し，目下試作品7)寿命試倹を実施している， ー設に

表

I A 逍 船所 I B 造船所
製迩年 — 最―大•無一('一1— 最大ー・

鱈圧， 合数 府叫無E(1 I台数

昭2)年迄 10)~190 I ！ 35~ 100~170 238 

21~25 110~130 132 133 2 

27 13)~140 9:5 12'.l ， 
23 8) 25 

29 I SJ~ 90 18 

30 70~8:5 1 277 84~ 92 61 

31 

so~ g() I 
85~ 92 l'i 

32 242 85 5•1 

計t uos 453 

1. 電翌防止装置による二次無負荷電圧

屯撃防止装ii"/J)主な目的ぱ，これを装lr-'.1することによ

り，溶接枠ホルダーに加わる無負莉軍圧を感屯危険のな

いまでに引F:fることにある. rti:・i炭を受けた場合の危険

度は•この ときの身体への通屯屯流および通定時間 ｝こ関係

する．溶接作叉！こおける感・,.じ死亡例を；謁斎すると作業者

がホルダーまには溶接枠を身体の一部：こ当てて死亡して

いるのを発見された場合、ぴ少くないしたがつて，作業

者、')速ふじしてもポ炉こして誰も気付かず，そのまま通屯

される場合を考)Lてi代かなければならない．また宙撃を

受.;j:こ場合；こ遥，じ，Li流があるi:W文以上に送する と， 身体

の自由を失い，；逗，識しながらも手を離すことも大声を

することもでさなくなるといわれている．この限界屯沈

を不逍屯流 (Freezingcurrent) と称し， Dalzielは，



表 2 交流屯弧溶接機用電幣防止器性能比較表 （メーカーの園答：こよる）

労働省産業安全研究所調（昭和 32年 12月5日現在） 11 
＼ メーカー別 ｝

性能及機構-------------

----------

M K 式

1. 使用条件

(1) 周囲淵度

(2) 周 囲条 件

(3) 適用溶接機乃種頌

M y 式 I s s 式 Iy M 式

I , I 
I 40°C 40°C I 40°C I 40°C 

函と裔の端を折1lhげ 雨＃の使用にも適ず 函と祷の端を折1llJげ 左！こ同じ
だ罪度．小雨時の使 組こ ゴム ベッキン使 tこ程度．小雨時の使 要求によりスポンジ

1 用1.1J.バッキンなし ．用 用可，パッキンなし，パッキ ン使用

I 
アーク這流 40'.lAま ,JISC 930[による溶 JIS規格すべてに適 二次無負荷屯圧70~
で 接機 但 し二次イン用 120V までの溶接張

Iヒーダンス 6n以上

I 
I 50°C 

函と蓋の間こ ゴム 11
ッキン使用
雨 れの使用可

二次無負荷氾圧60 -~
180 v, ニ欠イ ンピー
ダンス 7n以上

2. 特性及び定格 I 
(1)定洛譴訂と 範囲 20JV (20 ) ,~220) 200V (l 70~220) 200V (180~220) 

(2) 最打無負荷屯庄 126V 約 25V 醤ぷ裔闘謬翌塁
化す）

(3) 起勁時間 0.08秒 ,_c,-試i乍研究中）I , I秒以下

(4) 開放時限 1約 1秒 (0.8~1.5秒） 1~1.5秒 I約 0.8~5秒

(5) 溶接宙流の範囲 20~400A 50~250A 1 50~500A 
I 100~500A 

(6) 定格周波数 50/60~ so-又は60- I so160~ 

(7) 定格使用率 1約 70% 80% 
I 
連続

3. 構造及び材料 l 
(1) ネジ， リベット等の Sp.W. D N使用， D.N. Sp.W ッメ付 ISp.W. カシメ等

ゆるみ，脱落防止法 1 リベット鉄製 座金割ピ ン使用

I 
(2) 外部端子の保淡方法ホルダーリード線端

I子に！環をし，その
他ぱ函内に収む

1.5mm厚鋼板製

I溶接機の一次及びニ
次側
主接点硬銅（エル

コン試験中）
Iその他銀

I 
(6) コイル巻線の絶縁の A 種

種類 I 

(3) 外函の材料

(4) 主接点，う位i図

(5) 接点乃材料

M S 式 M G 式

3)つC

函と荷の間＇こゴムペ
ッキン を使用する予
定

二次イ ンビーダンス
G n以 ヒ

端子陀使用 絶縁テープを巻く

高級仕上綱板 鋼板塗装

溶接機の一次側J)み 左に同じ

主 接点銀，タング 主接点銅又はタン
ステン グステン，銅

その他銅 銀 その他銀
I 

IA種
A 種

20:l V (180~220) 20::JV (180~250) 2~'> V ( l8り ~~40)

3:JV 30V 2 i ¥I 

7~9- 4~3"" I I 0.06,..., 

1~3秒 0~3秒 1~2秒

500A, いずれでもよ いずれでもよい 、3)~5')0¥ 

し‘

50/60~ 50/60~ I 50/60"e, 

約 60% 70% 5')% 

I 
Sp.W. 使用 Sp. W. D. N使用 Sp.N. 白ペン使用
その他カシメ又はノ ロック構造
ック 1 

端子はすべて函内に 左＇こ同 じ ！継 ぎ：こ ゴムホース使
収む I用

1.6mm鋼阪焼付塗装，1.6mm錮授 I .Gmn1鋼板

左に同じ
I 左に同じ 左に同じ

主接点銅材にエル
コン張

1主接点エルコン 主接点銀

その他呉倫材にエ Iその池エルコン及 その他銀

ルコン張
ぴ銀

ホルマル線使用 I , A 種 Iエナメル線を主とす
る



4. 試 験

(1) 動作試険
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(2) 温殷試験

温良上昇限度 C°こ）

a. 主接点 b.巻浪
c. 阻内 d.外祁塙子
e. 裸線 f. ~ この池

(3) 主接瓜の寿命試験

一知こ180A,ニ釦こ a,d,cほ，熱屯対決 a~50
400 A流して試険 は 65°C d~50 
a~G.>00 b~8J°C bは抵抗抗法 65°C
c~30°C d~50℃ 
e~80°C 
f ~200°C (抵抗）

そ次濱流 250A10万
坦l

(4-) 

(5) 

振動 試 験

特敦その｛也 叫譴二次闘：こ接），＇、し
を自するたY.>.iE廊こ
勁 l'i'す
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①

②

③

①

 

ヽ

a~30 (熱心対） a~:;O 
b~-10 (抵抗） c~l5 
c~30 (温皮計） e~30 
マクネット巻線~30
（抵抗法） I 

セレン~25(熱ぷ対）

一次屯流70Aで試険
中

1振助 10~15ミクロン
1500~1800~ 
3時間異状なし

①脚店を出来るだ：t ふ追i用可詣．容移載の
簡単：こし保守に対 飩囲が極ソ）て1ムい
する便を計つ:・ 

R力率改善用進相 コ
② p .L. (表示灯120 ンデンサ ー端子 を

Y) を附し，浴接 備えている ．
機二次端子に接続
その明脳によつて

＠項故対策に万全の

外部から勁作状喉
策を施している．

及び点検を容易こ 3:,30度までり頼斜-:こ
分る様にし］こ， 対して元全に採1'ト

でさ うる咄追であ
る．

a~SO 

c~20 

e~30 

b ~30 

cJ ~ 3J 

f~2.:i 

lJ .~ ,::; 
dへ 30

1
5
 注） Sp.W. スプ リング ・ワ ッシャー D.N. ダプルナッ トを示す．
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り.5

020 ,.o 
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平均値 1.086 rnA C 161名）

図 1 60cls Iこおける最小感知雀流

。
c
/
j
 

6)c/sの交流について多数の男子について測定 した結果

図 IIこ示すことき正規分布をすろと発表している，そし

て一部で！ま この結果よ り通屯屯流乃危険限界を 9rnAと

している．感',Eした場合に通屯冗流を 9rnA以下に抑え

るために加える＇む圧を何ボルトに抑えたらよし ヽかぱ，そ

のときの通Hi'.回路])抵抗（こよって哭なる. Dalzielは協

つかない皮Kりに水で低らした霞栖をあて，掌と腕との間

に宵圧を印加して自由のさく軍ff(let-go voltage)の

限界の分布を求めた，結果は固 2の通りで，これによる

と安全な';llJ―f限界は 21Vとなると発表している． また

実際：こ面用周波数で感＇ぶ死亡者を出した屯 ff、)最低記録

は我)>国では 35V('心学誌 52: 431, 1113 7) , 外国では

46V (T.A.I.E.331 (19:lO-l)) といはれて tヽる．

各国において採用されている＇女介軍）下 !u'iは， オラン ダ

50V, スイス 36V. ペルギー 35V, ドイツ 2'1Vと云わ

れている．

そこで， fじ撃防止裕による二次猟f:'.t闊・,li:JJ'.i:t25V 以

下を檄準とし，いかなる場合にも 30V を越 ；•いないよ う

にするのがよいと考 える．

::l9S 

', _) 

j, 

::,rJ 

'.' ~) 

BJ 

7u 

~(I 

IJ/, ¥;O I i 

・'dU 

10 

ら

-20 -10 0 10'20 30 40 

似—9-0 V0比平゜lC

平均値 20.3VC23る）

図 2 60 c/sにおける,j_J薗印丁

（皮灼がi需れている場合）

2. 電繋防止装置の起動時間

宙撃防止装置を装備して浴核作業を行う場合に， i容接

枯這）先を彼溶接物に接触してから主接点が閉路するまで

の時間，すなわち起動時間ぱてき るだけ短い万が良い

この時間か長いと ，実際に餡接する際に溶接枠の先を離

しても未だ切り｛がわっていなくてアークが飛ばず， した

かつて何lnJも起動を繰 り返えさねばならない ことにな

る．こ の時間は溶接棒を接触してよ り主接点が接触する

までの継・;.u沿同路の柚類いよびその段数に従って変化す

る． 屯磁オシログラフにより当所にて 50c/sにて起勁

時瀾を測定した結果でぱ， 表 2の MK式が0.03秒，

MY式り,0.06秒， SS式').(0.1秒である. MY式は

目下 0.04秒程度に改辿中である． 設叶ならびに製作に

多少のエ・夫を加えることにより，起動時閻を 0.03秒以

下に抑える ことは決して困難ではないと考えられる ．次

に，溶接枠の接触抵抗ならびに二次祁線の抵抗が起動時

間に如伺に影開するかを知るため（こ， MK式について外

洲叫変抵抗を挿入して実測した糾果では，外部抵抗が，

0~17 D, の問， しにがつて袖ll)J変LI糾こよる短絡屯流）Ip 

2.8-~ l .3Aの閻ては起動時間にほとんど彩鰐のな lヽこと

を確認した．

3. 電繋防止装置の遅動時限

~li撃 Iり国．及rt を・（史）1]する場合に．アーク か切れた際に

匝ちにじ接点か1逍放される と， 溶桜i'I業を持続しにくく

なる．尻こ.1-.向き沿核:.:;)視合（こその固難が多い．しとか

って ，主接点の開路には適当な遅動時1城を与えなければ

ー
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• 

ならない． て使用する場合に沿接機の一次屯圧がこの範囲になけれ

この間はホルダーに溶接機の二次無負荷困屯がそのま ばならない．しかし 60c/s地域においては配田田圧の

ま加わるので，安全上ぱこれをで さる限り短かくするこ 梗準1こ210Vまたは 220Vを採用している工場も見受

とが必要てある．実際の溶核作業についてこれらの時間 けられる また同じi凶憐防止船を 50c/sおよび 60c/s

を調査した結果では 0.5~1.0秒が適当ではないかと考 に共用する場合には定格氾｝王としては 50c/sで 200V,

えられる．現場ではとかくこれを長 くするこ とが要泊さ 60c/sで 220Vとする方が適当な場合もある．したがつ

れ勝ちであるが，この時間ぱサイクル・カ ウンタ ーによ てメ ーカーとしては特性として充分に貨任の持てる定格

り容易に測定し得るので，現場でも溶接作業熟練者によ 宙圧およびその変動の許容範囲を定めて表示し，使用者

り科学的に検討されること が望ましいなお測定に当つ はいかなる場合にもその許容範囲内で使用するように注

ては，カウンターをホルダーと被溶f妾体との問に直接ま 意しなければならない．

たはスライダックを介して接続して筒き ，アーク屯圧で

は動作せず無位荷＇直田で動作するように調整して置き，

種々 の溶接作業を実施させて，作業中にどの程度のアー

ク切れを生ずるかを測定すればよ い．

5. 適用溶接機の二次無負荷電圧および二次側より見

たインピーダンス

軍撃防止器には，MK型のように溶接機の二次無負荷

次に， 俎撃防止岱：こおいて これらの遅動時限を与える 軍圧にもインヒ°ーダンスにも関係なく使用できるものも

ためのタ イマーとしては色々 の型が用いられている最 ある．しかし SS式のととく，溶接機の二次無負荷屯圧

初，歯車式J)ものを用いていたが，余りにも デリケート によつて這浮防止盛こよる二次無臼府』iじ圧も変化するも

で故藻が多いために，最近ではコンデンサー式に改造し のもある．溶核機の JIS規格では， 二次無色I礼',Li:}王は

たも のもある ．またプランジャー・タイプでオイル・ダ 90V以下 (500Aは lOJV以下）と定められ，1957年の

ンパーを用いているものでは，周囲温度の影態特に低温 改訂て 85V以下 (500Aは 95V以下）と定めら れた．

時の油の枯距こよる影密について充分に注意しなければ しかし造船所にぱ古い溶接機が多く，これらの溶接機の

ならないまた遅勁時限を自由に調節で きるようにした 二次無負布汎狂Eぱ極めて齢い．表 1は主な造船所1こつい

ものもあるが，かえつて故碓の原因になったり，あるい て謁任した結采である．しかも二次猟兵荷心王の高い溶

は作業者が極端：こ長く謁整して安全性を失っている場合 接機程心咄防止陥の必要性が森いわけであろ．したがつ

もある．したがつて遅動時限としては 1秒以下とし，い て使用せんとする溶接機の二次心庄を調査して，これに

かなる場合にも少くとも 1.5秒を超えることのないよう 適する出撃防止岱を選定しなければならない．

にして熙く こと が必要と考える．そしてタ イマーとして 次に， MY式. MS式等では溶接機の二次側から見た

は，構辿が頑丈で適用溶接機の種類および周囲条件によ インビーダンスが防止器の動作に影嬰する．すなわち，• 
つて時限の変化の少いも のを使用する ことが望ましい．

なお困撃危険と通屯時間および通屯屯流との関係につ

いて，羊．躾等についてコロンビア大学およびベル屯話

研究所で共同実験を行つた結果では， 生命：こ危険を及ぼ

インビーダン スが小さいときは溶接棒を被溶接体に接触

しなくても浴接機の二次側 コイ ルを通して軍流が流れ，

この「じ流により防止沿が動作し，ホルダーに溶接機の二

次屯）モが直接加わること 1こなる． したがつて充分の安全

す主因はエネルギーであるといわれている．そして人体 率をもつて適用溶接機のインピーダンスの範囲を決定 し

の氾気抵抗を 500n,と仮定すると危険なエネルギーの限 表示して樅かなければなら ない．

界は交流屯弊では 13.5Watt-secondといわれている．

6. 適用溶接機の電流および定格使用率

4. 周波数および電圧の変動の許容範囲 宙感防止装訳（ま晋通溶接機の一次同路に主接点を設け

屯恕防止器の定格周波数は 50c/Sまたは 60c/sであ 中にはMK式のことく 二次側にも主接点を設けている．

り，普通士 5%の変動を認めている． したがつて，こ したがつて，核点の容址を決定するためにも適用する溶

れら の変動に対しても常に安全に確実：こ動作するもので 接機の定格一次屯流むよび二次屯流が必要となる．また

なければならない．次に定格屯圧は，溶接機の規格にな 湿度上昇を決定するためには使用率が問題となり，した

らい表 21こ示すことく 200Vとしているものが多い．そ かつて溶接機の最大定格使用率が1蜀題となる. JIS規格

して屯圧の許容範囲については＇ 品磁開閉器の規格に従え では 60%(500Aは 80%)と定め られていたが， 1957

ばー15%~+10%である．したがつて定格を 200Vと 年の改正では 50%(500Aは 70%) と改正された．

すれば 170Vないし 220Vとなる． そこで実隙に現場 なお， 一般にとかく軽視され勝ちでそのために問題を
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を取り付けた完全密閉型にすること が必要である ．風雨

の比較的弱い場所では縁を単に折 り曲げた程度の閉鎖型

でもよいが，雨水や座埃が侵入しないかときどき点検し

なければならない．端子部分は容易に接続できるように

するとともに，使用中に不用意に手が触れるおそれのな

いように保設して骰かなければならない．

,, .. 
t 鼻 ょ

~、 ~...;:,.L, 
,1!1:1置i

図 3 MY式咤咄防止装置

起し勝ちなのは溶接屯流の最低俯であ る．防止沿の多く

は主接点りゞ閉路された後は溶接機の二次心流または一次

屯流によつて保持することになつている．したがつて溶

接機が小さく蒋板の溶接などで溶接屯流が余りに小さく

なると，接点が開いて溶接ができなくなることがある ．

しかしそのために コイルの巻数を余り郎すと，大きな溶

接機J.)場合にア ークが切れても 一次側の励磁じ流によつ

て保持し切れなくなることがある． したがつて防止'.),',}の

確実な動1乍を保証 し得る溶接機の一次屯流および二次滋

流の範囲を定めこれを表示して憐くことが必要である ．

7. 電撃防止装置の一般構造

屯常功！卜装野よ造船所等で［史用されるにめに．とか く

手荒らく取扱われることがある．でぎる限り頑丈：こ作る

と共：こ，ネジ，ナッ ト， リベットなどは使用中にゆるも‘

こと のなしヽようにユ）レミ止めをして府かなければならな

いまた心哄防,1::w,n:ょ屋外で炭用されることが多いの

で，強い風雨にさらされナこ＇），艇埃））多 い場所で仙用す

るには， 図 3のごとく 端子侑行を別：こし，本体はパッキン

表 3 温度上昇限度 ('C)

I温度計法 抵抗法

銅および銅合金 65 -
―-I --

： l塊状接点 1恥ょJ銀;ii_=三」ニ
_I_成 聞 接点 I 40 I -

鉗
I 

u 子 i 50 
l - - I 

巻線 I65 I Sj 

8. 電撃防止装置の試験

屯肘咄防止装器は安全装料として極めて付効である、'p,

万ー動作を誤つた場合すなわち例えばア ークか切れたに

もかかわらず，主接点が開かなかつたような場合にぱ，

かえつて危険である．

したがつて，使用に際しては充分な試験を経た伯穎で

きるも のを選定しなければならない．製品の品質特性の

良否を判定する型式試験としては，構造検査，湿疫試験

絶縁抵抗試験，絶縁耐力試険，振動試険，衝咄試験，動

作試験，開閉試験等を行うことが望ましい．

温皮試験としては，主接点に適用溶接機の定格一次屯

流または定格二次国流のi立大｛直に相当する直流を各部の

温良/),一定となつにと認められるまで（「こだし最大 4時

閲）遥出する ．なお遥国は適用溶接機の定格使用率の最

大値に従つて断続し，その周期ぱ 10分とする ．そして

各開閉按点，巻線およぴ端子部分の温度を測定し，その

温度上昇限度（試験中の最恥温度と周囲温度との差）が

表 3の値以下であればよいとする ．

振動試験と しては，例えば振動数毎分約 1,000回，振

動幅約 2mmの正弦波：こ近い上―F振励および水平振動を

各 1時間．りnんて，各．崎位）ュルミ， t妥触不良り）ないことを

確忍する．

また起淫機て辿胆した場合の匝澤（こよる故祁を防止す

るために例えば約 30cmの，討さより這1股防止岱をコンク

リート 上または堅固な競坂上にi苓下させて試験 し，使用

ヒ支罪のある変形， また1ま破｝員を生じないことを確認す

ス3

珈 乍試験としては，＇心撃笥 J.I::ぶ噂に定格心圧，定格＇心

庄J)85%および 110%の屯圧を加えて行い，各閲閉接

点部の動作が確実でバタッキやウナリがなく，起劫時間

や遅励時限が前：こ述べた値に適合することを確忍する．

この場合主接点への通・心を軽減または省略してもよい．

次に表示された適用溶接激1こ確実に使用でき ることを

確認するために適用溶接機に取付けて実除に浴接作業

を行い，溶接汲J)特性が表示 させた範囲の最低泊またぱ

最ぶ直を示す場合：こも防止A',l:;,支陥なく動作す るか否か

を試淡する．

・,:Li: 幣．巧止裟在す澁・岨， 溶接淡'J)一次回路：こ接点を挿入

• 

• 
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している．この主接点ぱ短絡雷流を投入し，励磁屯流を

遮断するこ のために接点が胆耗し易く，接点材料とし

て銅以外に銅合金，銀合金等が用いられる．この接点0)

如何によ つて保守の手数が相当に異なるので，治接機1こ

接続し，開閉試験を行うこと が必要である．閉路屯流と

しては溶接屯流が表示された適用裕接機J)二次心流の最

大値になる よ jに調整 しておいて， 溶接棒にて短絡し1.:

場合に主接点に流れる「じ流を採ればよいと考えられる．

この｛樹ぱ溶接機の二次側のケープルの長さによつて異な

る． しかし実際に二次屯流の最，口値に相当するようなア

ーグ心；流が流れることはほとんどない したがつて一応

二次叩流の最大値の 110%v八じ流を閉路し， 励磁湿流

を[;/j路するように謁枢して 1紆闊j試験を行えばよいと考え

る．そして接瓜に何等 l)手入れを行わずに試荻を行う．

活接機＇ノ＇）二次同路に別J;;屯磁接触届を買いて適当な措］隔

で捌閉を行えば，これによって主接点の間1!11試検と同時

表 4 自動宙撃防止盛点検項目および点検結果の一例• 
点 検 項 目

二次側接点 (a)
摺り合せ
接点取替

同
組

3
4
2
 電

,
I
.

）
 

l

2

 

._•( 

源

(3) 補助変！王沿二次側接点
(c) 

を
(4) CR核点

核点のずれ

取付ビスの：＇））るみ

回

回
1

1

 

切 (5) TR接点 ビスのゆるみ 3回

つ
(6) ネジ， ボルト，• 

て
(7) 外部速線の幼子の接続

(8) スプリング類

点

(9) 

検

抵 抗

(10) 補助変圧器

(11) セレン整流悉

(12) 

I 点 検 要 領 点唸結果とその処四（使用印間 5カ月
使用合奴 60台）

一次側核点 (bl (a) 溶粒がついていないか f,IJり合せ
（シールドの付いている 接点取咎
側

） (b) 磨耗はひどくなっていな lヽか
半田あげ

1 1闊試謬言)~三ないーか＿＿
(c) 辿熟して変色していないか

(a) 可動接点が脱落していないか
(b) 可動按点締付リペソトが脱落して

しヽ なしヽ か
(c) II ゆるんでし、な tヽか1

1 (•) 可列桜点)'"',:-,,L, ていないか

(b) 固定淡点の取付ビスがゆるんでい
なしヽ か

I 
固定桜点の取付ビスがゆるんでい
なし かヽ

(a) 脱洛していないか
ナット類 (b) ゆるんでしヽな tヽか

l― 
(SWか浮いていな""・)I 

端子締付ネジはゆるんていないか
I 

（特：こじ端(-注意） 1 

I (a) 強さか変つてしヽなしヽか

(b) 腐食していな lヽか

I (a) 饂してしヽなし、か

(b) 取付ビスはゆるんでいないか
- -

1 過熱した跡はないか

~ ヨ ゴ レ

作

業

中

点

検

(13) TRリレーの開放時限

(I!) CRリレーのうなり

＇)ペット脳落 9回

05) 

0.G) 

各接点の動作状況

ケ ス

過熱した跡はないか

雨水が俊入していないか

ホコリが堆禎して tヽ ないか

長過ぎないか

店過きないか

異状ないか

異状ないか

l 
_-

I 

41回
3 組
1 lril 

1次および2次主接点の乱M整用 ポ
）レ l、ずれ 5 jnJ 

1次端子接続板の破担

2次側スプリング）船食取替

1回

2回

破 捐 2回

異常なし

全般的によこ｀｀れる

異状なし

鍵不良 4台 破損 2台
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に国繋防止盤の動作試験を行うことになる．また主接点 二次無負荷屯圧が加わった場合のみ明る ＜発光し，アー

の損傷状況ぱ肉眼で観察するのみでなく，湿度上昇また ク溶接中および防止装置の補助変圧器に切替中は微かに

ぱ接点部の屯圧降下あるいは接触抵抗を測定して判定す 発光するか，消灯（ネオンの場合）する．この発光状況

ることが望ましい により防止器の作動状況特に タイマ ーの動作時間を知る

9, 電撃防止装置の保守 ことができる．万ーランプが長く明る＜点灯しておれば

砒撃防止装四1ま，信頼のできるものを選定整備すると 明らかに防止器の故悴で，危険であるから直ちに仰止し

ともに，その保守を完全にしなければならない．保守は て修理しなければならない．

電気溶接係ま たは整備係にて行 うのがよいが，軍気的な 昨年 9月の造船安全技術会議で提案し，その後各所で

点についてぱ，屯気係の指忠を受けるのが良い．実際問 用いられ好結果を収めている．

題としては，宙撃防止器の選定，購入およひ性能検査ぱ 次に，作業中の内部点検では各部の接点の動作状況，

磁気係の協力を受け，保守についても少くとも最初ぱ湿 リレーのうなり，タイマーの遅動時限等を調査し，もし

気係J)充分な協力指荘を受けることが望ましい．あるい 異常のある場合には屯源を切つて倅止して精密点検を行

は，濯気係，溶接係および安全係より点検員を選出して ぅ．

点検を実施し，好結果を収めているところもある． 外部点検ぱ毎日行い，内部点検は大体毎月 1回ないし

点咬ぱ外部．「！誅検と内部点険に大別し，内部点検も稼動 2判定期的：こ実施し，その結宋を記録してi11;. i¥-lK型

中の点検と停止中の点検に分類する．外部よりの点検を について某造船所においては，最初に当所の寺沢技官が

容易：こするためにホルダー回路にパイロット・ランプを 点検方法を指芍し，これに基いて保守管理規程を設けて

取付け，図 3の右肩に示すととく箱の外よりこれを見る 実施し，比較的好成紹を収めている ．表 4ぱ，．どの瓜検

ことのできるようにして獄く．ランプとしては 100vの 表と約 5ヵ月間の点検結果の処似を示しとものである．

ネオン国球を使うかあるいは 100V または 110Vの耐

袋這球を取付け，溶接機の二次無負府沿圧の益い場合に

は適当な直列抵抗を取付けて『在＜．ホ）レダー1こ溶接機J)




